「むいて 上げましょう か」 

「いいよ、 いいよ」 

つ みく さよう 

お雪ち やん は 摘 草 用の 切 出し を 目籠の 中から さぐり 

出して、 来 友の ために 柿の 実の 皮を剝 いて やろうと 好 

意 を 示す の を、 来 友 は それに は 及ばない と 言いました _ 

それ はそう です、 来 友と して、 皮と 肉との 間の ビ タミ 

ンを 惜しんで そうする わけで はない が、 この 珊瑚の よ 

うな 小粒の 柿の 実 を、 お 上品に 皮を剝 いたり、 四ッ割 

リ にしたり して、 しとやかに 口中へ 運ばせる なんてい 

うこと はガラ にないの です。 米 友に 柿の 実 を あてがつ 

て 置いて、 お雪 ちゃんが、 



来、 お雪ち やん もとう に 心得て いる ことなの でした。 

「え、 え、 それ はわ かってる のよ —— お 家 は、 甲斐の 

国で 第 一 等のお 金 持 だとい うこ ともよく わか つてお リ 

ます、 わからな いのは あの方の —— そうです ね、 わか 

らな いと 言えば、 どこも ここ もみん な、 わたしたちの 

頭で はわ かりきれない ところば つかりで、 どこ を どう 

とおたず ねして いい かさえ わからな いのです けれど I 

I」 

「うむ、 あり や あね、 心が 傷ついて いるんだ。 あれで、 

もとはい い 娘 だつ たんだつ てな、 姿 だってお 前、 いい 

だろう、 あの 通り 姿 もい いし、 心 持 も 鷹揚で、 品格が 



「うむ、 かわいそうと 言えば かわいそうに 違えね え か 

わがまま 

も 知れね えが —— かわいそうと いうより は、 我儘の 分 

子が 多い ね、 あれ じゃあ かわい そうだと 思っても、 本 

ちわ ^ 

当に 憫んで やる 気に やなれ めえ」 

「そうね え」 

「面が 傷ついた からって、 心まで 傷つけ るに は 及ばね 

えの さ、 人間 は 面より は 心が 大事 だからな あ」 

ここに 至 つ てせ つ かく 壺に おさま リ そうな ピントが、 

平凡 至極の 俗理に 落ちて しまいました。 

人間 は 面より な 心が 大事 だからね —— そのく らい 見 

え 透いた お世辞 はない が、 また 醜婦 に対する 慰めの 言 



「それ は、 面の 大事な こと は、 女 だって、 男 だって I 

I 人間で なくった つて、 みんな 大事じゃありません か、 

あのお 嬢 様が お 小さい 時分に、 そんなむ ごたら しいお 

怪我 をな すった から、 それなら お前さんの 言う 通り、 

心 も 傷つく の は あたりまえじゃありません か」 

「ところがね、 あの お嬢さんの は、 ただ 傷つい たんじ や 

|乙 力 

ねえ、 傷ついて から、 それから 僻ん だんだ、 僻んで か 

のろ 

ら、 それから、 そうさな あ、 呪いだ な あ、 呪いに なつ 

て、 憎しみに なって、 復謦 になって …… 今 じ や、 手に 

おえ なくなつ ている という そもそもの 起り が、 火傷の 

怪我と いうの が 偶然の あやまちの 怪我 じ やねえん だ、 



「でも、 なんだか、 わたし 怖い わ」 

r ナニ、 怖い もの か I 」 

林の 蔭から 姿 を 現わした の は、 お 銀 様と 見られた 人 

の 姿ば かりではありません —— その あとに 一 頭の 駄馬 

を曳 いた 馬子と、 馬子に 附 添って、 手代 風な のが 一人、 

つまり、 この 二人 一頭が、 恐る恐るお 銀 様の あと を 二 

丈ば かり 間隔 を 置いて ついて 来る。 お 銀 様 は 先に 立つ 

て、 儼然として、 例の 覆面 姿で 歩み を 運びながら、 ゆ 

らリ ゆらり とこ ちらへ 向いて 練って 来る のです。 一筋 

道です から、 それ は 当然、 この 米 友が あらく を 切って 

いる 現場のと ころへ 通りかか るに 相違ありません。 



お雪ち やん は 隠れる ともなし に、 姿 を 後ろの 林に 隠 

してし まいました。 

米 友 は 再び 鍬 をと つて、 黙々 として 木の 根 起しに と 
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いぶきお ね 

人家の ない 胆吹 尾根の 原です から、 近いよう でも 遠 

く、 姿 ははつ きり 認めてから でも、 あの 通り、 ゆらり 

ゆらり と 練って 来る ものです から、 この 場へ 来 かかる 

まで はかなり の 時間 を 要します。 

お雪 ちゃんが この 場 を 外した の は、 特にお 銀 様と い 

う 人に 好意が 持てない わけで はなし、 悪意 を 芽ぐませ 

ている という わけで もない のです が、 なんとなく 気が 



頼まれ を 聞いて やらない 限りで はない という 好意 を 

知ってい るお 銀 様 は、 米 友の 舌打ちに 頓着な く、 

「この 人た ちと 一緒に、 長 浜と いうと ころまで 行って 

もらいた いと 思います」 

「長 浜 -」 

りょうがえ 

「え —— 長 浜と いうと ころ へ 両替 に 行つ て 下さい、 

友さん はた だ、 用心に ついて 行って くれさえ すれば い 

い、 万事 はこの 人た ちに 頼んで あるから」 

この 時まで、 お 銀 様の 後ろ 影 を 踏まざる こと 二 丈ば 

きつき ゆ う 

かりの 間隔 を 置いて、 鞠躬 としていた 手代 風のと 馬 

子と、 それに 従う 極めて 従順なる 一 頭の 駄馬と を、 来 



使われる ように 出来て るんだ —— 」 

と 来 友 は、 やけのよ うに 言った が、 自ら 軽蔑して いる 

わけで もな く、 頼まれる こと を 拒絶す る わけで もな く、 

鍬 を 取り上げて、 傍え の 小 流れのと ころへ 行って 手 を 

洗い、 そのつ いでに、 ブル ブルと 面 を 二つば かり 水で 

押 撫で、 それから 腰に たばさん だ 手拭 を 抜き取って 

むぞうさ よそゆき 

無雑 作に 拭き 立てて しまう と、 もう それで 外 行の 仕度 

万端が 整ったの です。 

一 頭の 駄馬 を 中に して、 一 人の 馬子と、 馬 わきの 手 

代 風な のと、 それに 宇治山 田の 米 友 (例の 杖 槍は附 物) 

が 前後して、 この 一文字 道 を 長 浜 街道の 方へ 行く。 そ 



きず 

も、 かすり 創 だらけで、 着物 も かなり 破れ 裂けて いる _ 

妙な 恐怖心と、 はにかみ を もって、 お 銀 様に 摺れ 違う 

ところまで 来たが、 存外、 歩調が ゆるやか になって、 

その 胸に 後生大事に 抱いた ものに 眼 を くれながら、 何 

かお 銀 様の 好奇に 訴えても みたい ようなし なをして、 

「いやはや、 大変な 目に 逢つ ちまい ました」 

「どうした のです」 

とお 銀 様 も、 反問せ ざる を 得ませんでした。 

「鷲の 子 をと つつか まえ ましたよ、 鷲の 子 を …… 」 

「鷲の 子 を …… 」 

その 胸に かい 抱いた ところの もの を 提示す るよう に 



鳥 を、 これから どうしょう というの」 

「さあ -」 

と 二人が、 お 銀 様から 尋ねられて、 改めて 面 を 見合わ 

せました が、 

「うち へ 連れて行つ て 飼つ て 置きて えと 思 うんで が 

す」 

えさ 

「そうです か、 餌に は 何 を やる つもり？」 

と、 お 銀 様から 畳み かけられて、 二人 はまた 面 を 見合 

わせて しまい、 

「さあ 」 

「何 を 食べ させて 置きます か」 



「では、 何 を 食べ させたら よろしう > ざんしょうね」 

彼等 はお 銀 様に 向って 憐みを 乞う ものの ように 教え 

を 仰がん とする 体です。 彼等 は、 ただ、 この 猛禽の 子 

を 見つけ 出した という 興味と、 それ を 捕える ことの 緊 

張 さから、 正当の 職業で ある 薬草 取りの 一 日の 業 を 

ほうてき いのち 

抛擲して しまって、 生命が けで この 一羽 を 巣の 中から 

捕獲して 来 は 来た ものの、 その 前後の 処分 法に ついて 

は、 あまり 考慮 をめ ぐらして いなかった のです。 小鳥 

山鳥 を 捕まえて 来たと 同様に、 当座 は 何でも 有 合せの 

雑穀 を あてが つ て 置き、 それから 然るべき 買い手 を 見 

つけたら 相当に いい 値になる だろう の 漫然たる 予算 だ 



けであった のが、 お 銀 様の ために 頭から それ を 否定 さ 

れ たのです から 狼 1 しました。 

「生きた もので なければ 食べ やしません、 鷲と いう 鳥 

は、 鳥の 中の 王様です から」 

「あ、 左様で ございま したな あ。 生きた 物、 生きた も 

のなら 何でもよ ろしう ございま すか」 

「生きた ものと いっても、 トカゲ や イナ ゴ なん ぞを食 

ベ させても ダメ です よ、 生きた ものの 肉で なければ 鷲 

の 子 は 育ちません、 さし 当リ 兎なん ぞ がいいでしょう」 

「兎の 生きた 肉 を 食べ させる ので ございま すか」 

「ええ 毎日 —— 少し 大きくな ると、 一匹 や 二 匹で は 足 



の 領土 を わがもの 顔の 気位 は 更に 変り ない ところ を以 

て 見れば、 この 普請、 手入れ、 斧の 音、 鑿の 音と いう 

もの も、 他人の もので はなく、 自分の 権力に よって 動 

かされて いる 物の 音 だと 聞かない わけに は ゆきます ま 

い。 事実 II お 銀 様の この間 中の 理想と、 計画と、 実 

行と が、 ここに こうして 現実に 行わる るの 緒に つきつ 

つ あるので す。 

と 言って しまった だけで は、 地理と 方針に、 多少の 

どうちゃく 

無理が あり、 撞着が ある こと を、 不審と する 人 もぁリ 

ましょう。 

第一、 あの 時に 不 破の 関の 関守 氏の 紹介に よって、 



みると、 江 北 殿と いう ものに は、 ほぼ、 次の ような 歴 

史が あるので した。 

お 城 あと は 古 え 佐々 木 京 極 氏のお 城 あとで あり、 

江 北 殿 は その 京極屋 形の あつたと ころ だとい う。 京 極 

そうそう 

氏 は 江 北 六 郡の 領主で、 元 弘建武 以来の 錚々 たる 大名 

であり、 山陰の 尼 子 氏の 如き も その 分家に 過ぎない I 

けいえん ちょうぐ う 

I 松の 丸の 閨縁 によつ て豊臣 秀吉の 寵遇 を 受け —— 

といった 名家で ある こと は、 不 破の 関屋の 関守 氏が 事 

新しく 説明す るまで もな く、 お 銀 様の 歴史の 知識に は 

充分なる 予備が ある。 お 銀 様 は、 その 名家の 屋 形の あ 

と を そつく リ 自分の ものにする ことに、 多少の 満足 を 



今 も、 うっとりと ながめて いると、 ふと 比良ケ 岳の 

こなた、 白雲の 揺曳す る 青空に 何 か 一 点の 黒い もの を 

認めて、 それ を 凝視して いる 間に、 みるみる その 一点 

ほうよく 

が 拡大され て、 それ は 鵬翼 を ひろげた 大きな 鳥、 清澄 

の 茂太郎 がよ ろ- J ぶ ァ ルバ トロ スを 知らな いお 雪ち や 

んに とって は、 まあ、 何とい う 鳥でしょう、 あんな 大 

きな 鳥 は 見た ことがありません 白骨の 山の 奥に い 

る 時 だ つ て 見た ことのない 鳥。 

そう 思って 右の 一 点の 鳥 影から 眼 を はなす ことで は 

ありませんで したが、 その 鳥 は 次第 次第に 近づいて 来 

て、 お雪 ちゃんの 館 の 上へ 来る と、 姿が 見え なくなり 



に、 枝 を ひろげた 大きな 松の木が ありました。 それ は 

何百 年と いう 松の木で、 直ぐ この 庭の 中央に 根 を 張つ 

ている のです が、 幹が すっくと 太く 高くて、 枝が 上空 

に 一 むら をして いるもの ですから、 遠く 望めば 霊芝の 

如く、 車罢 I の 如く、 庭へ 出て みると、 その 高い 枝ぶ り 

は 気持が いいので すが、 この 室内で は盤崛 している 太 

い 幹と 根元 を 見る だけで、 枝葉 は 見えない のです。 

頭上の 物音と いうの は、 この 大きな 松の 上から バサ 

と 起り ました。 

そうすると、 その あたり いっぱいに 影 を 引く ように 

舞い 下りた もの は 例の 大きな 鳥、 以前に も 大きな 鳥に 



「全く、 見事な 松で ございます」 

「あなた は、 ここから 見た 琵琶湖 附近の 名所 名所 を 御 

存じです か」 

「 い い え —— ま だ、 ずいぶん 昔からの 名所で ) J ざい ま 

すそう です けれども、 調べ てみ る 暇 も ございません、 

教えて 下さる 方 も ございません」 

「二人で 少し 調べて みまし ようか」 

「はい」 

「お 仕事が 忙しい の？」 

「 い い え ど うで もよ ろしい 仕事な ので ご ざ い ま 

す」 



「では、 もう 少し こちらへ いらっしゃいな」 

ひろ 

少しで も 多くの 視野 を展 げられ るよう に、 お 銀 様 は、 

お雪ち やん を 自分の 身に 近く 招き 寄せました から、 お 

雪ち やん は そのまま 縁先に にじり 寄る と、 

「ごらんなさい、 あの 比良ケ 岳から 南へ、 比歙 山の 四 

さか もと 

明ケ岳 —— その 下が 坂 下、 唐 崎、 三 井寺 I 七 景は雲 

に 隠れて 三 井の 鐘と 言います が、 ここで は その 鐘 も 聞 

お ま 

えません。 唐 崎の 松 は 花よ リ朧 ろに てと あります が、 

その 松 も， では 朧ろ にさえ 見え はしません」 

「けれどもお 嬢 様、 そのつ もりで、 こうして 眺めて お 

みみもと 

リ ますと、 三 井寺の 鐘が 耳許に 響き、 唐 崎の 松が 墨絵 



と 思います」 

「楽しみにして お待ち 申して おります」 

「それから、 お雪さん —— 」 

と、 お 銀 様が 改まって 呼びかけた ものです から —— お 

銀 様 はお 雪 ちゃんと 呼ばず、 お 雪 さ んと 呼ぶ ので す I 

I そこでお 雪 ちゃんが、 

「何で ございま すか、 お 嬢 様」 

「あなたに また 少し、 御 面倒 を 願わなければ ならない 

ことが ございます、 実は、 あなたに これから 勘定 方 を 

引受けて いただきた い と 思う の で) J ざ います。 こうし 

て 工事に 取り かかって おります と、 何かと 入 目 を 取り 



に 来る 者が ありまして、 いちいち わたし 一人で 払 渡し 

をしたり、 受取 を やりと リ したりす る こと は 容易で あ 

りません から、 その 仕事 を ひとつ、 あなたに 引受けて 

いただき たいと 思います。 つまり、 この 屋敷の 勘定 方 

会計 方 を あなたに お頼みし たいので すが」 

「まあ、 そんな 大役が わたしに つとまりましょう かし 

ら」 

「いいえ —— ただ、 お金 を 少し 預かって いただいて、 

その 出入り を 記して 置いて いただけば よろしい のです _ 

そうして 下さる と、 わたしが 助かります。 わたし はま 

ふるや かた 

た 関守さん を 相手に、 この 古 館 を 新しくす るいろ い 



通り、 長 浜へ 両替に やりました から、 そのうちに 戻り 

ましょう、 小出し は 小出しと して 置いて、 これ はまた 

これとして お預かり 下さい」 

「では …… お引受け 致しました 以上 は、 ともかく 米 友 

さんの 帰る までお 預かりして 置きまして 」 

「どうぞ、 そうして 下さい」 

「念のために、 一 応 おあらため を 願います」 

「はい I J 

と 言って、 お 銀 様 はわる びれ ずに、 自身 その 箱の 中 か 

ら 小判 を 取り出して、 いちいち お雪 ちゃんの 眼の 前で 

数 を 読み、 



ます」 

「そのよう に 聞いて おり ましたが、 この 小判 は …… 」 

「これ は、 たちのよい 方の 小判な のです、 ごらんな さ 

い、 享保 小判と 申しまして、 これで この 一枚の 重さが 

四 匁 七 分 あるので す」 

ひとひら 

と 言って、 お 銀 様 は 小判の 一片 を 指の 上に のせて、 目 

分量 を 試む るかの ように、 お雪 ちゃんの 眼の 前に 示し、 

きん 

r 一 枚の 重さが 四 匁 七 分あります が、 それが みんな 金 

という わけではありません、 そのうちの 六 分 三毛と い 

うのが ほかの 混ぜ ものな のです、 純金ば かりで は軟か 

くって お金に なりません から —— そうして、 この 一両 



猛禽の 襲来に 備える 意味から 言っても、 同時に これ を 

捕えん とする 慾 望から 言っても、 当然の ような もの だ 

が、 それと 対抗して 去らない 鳥の 挙動 こそ 解せない I 

I と 眉 を ひそめた 途端に、 お 銀 様が ハツと 気の ついた 

ことがありました。 

それ は 先刻、 開墾地 方面 を ゆらり ゆらり と 歩いて い 

た 時分に、 パッ タリ 行 会って、 それから 取引の 開始と 

なって、 押しつ 押されつ、 それつ きりに なった あの 二 

人の 山 狩が、 つかまえた 鷲の 子の ことで ありました。 

それが 思い 浮ぶ と、 お 銀 様 は 覆面の 中で 二三 度うな 

ずいて、 



して、 これへ 持って 参りました、 いかが 取 計らい ましよ 

うか」 

この 報告 を 聞く と、 お 銀 様が、 だから 言わない こつ 

ちゃない —— と 言いた そうな 表情で 立ち上り、 

「今、 そちらへ 参ります」 

六 

お 銀 様が 急に 立 去った 後、 急に お雪ち やん は、 何 か 

とそぐ わない 気持で、 ぼんやりして いると、 後ろから 

「お雪ち やん —— I 



慕の 曲 を 遠音に 聞いて、 それから わたし は、 あなたの 

呼びに いらっしゃ るの を 待ち きれま せんから、 自分で 

行って 見ます と、 鈴 慕の 主 はいない し、 関守さん もな 

ん だか 空と ぼけて おいでになって、 わたしの 聞きたい 

わけ を 答えて は 下さいません。 ただ あの 紅々 と 燃えた 

炉の 中に、 尺八の 燃え残り だけが 無残に 残って おり ま 

した。 それから、 わからな いお 嬢 様が、 思い通りの 世 

界を 作って みたい とおつ しゃって、 ここへ 土地 をお 求 

めに なリ、 住居 を 建てる から、 わたし も 仲間に 入れと 

おっしゃる。 それ はよ いこと だと 弁 信さん、 あなた も 

賛成なさい ますから、 あなた を B じて、 ここへ こうし 



て 三日 目になります けれど 」 

ここで も、 お雪 ちゃんが、 弁 信の 株 を 奪って、 一息 

にこれ だけの 恨み つらみ を 述べた てて しまいました。 

「よく わかります、 お雪 ちゃんの 怨み言が よく わかり 

ます」 

と 弁 信の 方が、 かえって さっぱりした 短句 調で あしら 

う ものです から、 お雪 ちゃんに、 いよいよ 満足の 与え 

られ ようはず もあります まい。 

「わかります、 わかります だけで は 困る じゃあ リ ませ 

んか、 わかったら、 わかった ようにして 下さらな けれ 

、ま J 



すから、 その 音色 を 伝って 来る と、 ついつ ぃ不 破の 関 

まで 来て しまった のです」 

「あら あんな こと 言つ て。 弁 信さん という 人 も、 

人 を 揶揄います、 こんな 人の 悪い 方 じ やない と 思い ま 

した」 

「いいえ、 わたし は、 あなた をから かいは 致しません 

し、 また 別段、 あなたに 対して 人の 悪い行い をした と 

も 思いません」 

お雪ち やん は、 いよいよ 弁 信の 答弁ぶ りに 平らかで 

はありません。 

「弁 111 さんの なさる こと は、 弁 B さんだ けの 世界に は 



れ ども、 あの 地方 は、 山 そのもの も 高い こと は 高う ご 

ざいます けれども、 地盤が また おのずから 高いだ けに、 

こちら 方面より は 標高が 高ま つ ております もので ござ 

いますから、 山容 そのもの だけの 高さ を もってい たし 

まする と、 この 胆吹山 とても 随分 あちらの 高山 峻嶺に 

劣り はしない とこう 考えます から、 わたくし も、 その 

心構えで 参詣して まいりた いと 思います。 案内 者 で ) J 

ざいます か。 私と しまして は 別段、 案内 者 は 頼み ませ 

ん でも、 山に したがってまい りさえ すれば、 あぶない 

こと はな かろうと 存じます。 登 山路の 道筋 だけ はよ く 

承って 置きました。 これから 参ります と、 ほどなく 女 



三 匁で ございま しょうか、 三十 匁で ございま しょうか 

—— まだ 私 もよ く 取調べて おりません が、 身の 軽い と 

いう こと を 申します と、 わたくし も 至って 身軽の 

やせぼう し 

痩 法師で ) /ざい ま すが 、 飛行 自在 の 神通力なん ぞは及 

び もない ことで ございます 故に、 つとめて 自重 を 致し 

まして、 山険と 気象に 逆らわず、 神妙に 登山 を 致し、 

慎密に 下山 を 致して 参る つもりで ございます。 本来、 

目が 見えません から、 山へ 登りましても 人寰の 展望 を 

ほしいままに 致そうと の 慾 望 も ござり ませず、 山 草、 

り たお 

薬草の 珍しき を 愛でて 手 折ろうと の 道草 も > ざり ませ 

ん、 ただ 了 心に 神仏 を 念じ、 他念な く 登って くだる ま 



た 一 人で お 山登りなん ぞを しないでも よいで はない 

ゝ I 

力」 

この 信 友 もまた、 自分に 気 を もませる 存在の 一 つで 

あるよう に 思い 案じて みました。 

八 

こころ づ か 

その 心 遣 いが、 その 夜、 枕に ついて からのお 雪ち や 

んを 苦しい ものにしました。 

胆吹 山から 吹きお ろす 大風の 中に、 袖 を 翻して、 ひ 

た すらに 山路 を 登る 弁 B の 姿 を、 いと 小さく、 まざ ま 



い、 全く、 弁 信さん という 人 は 進んで いるの だか、 退 

いている の だか わからない、 ああ、 危ない、 あの 崖、 

てん i りく 

あそこへ 顚 落した 以上 はもう 助からない！ 

その 時に、 弁 信の 頭の 上の空 中から、 にわかに また 

一 団の 黒雲が 捲き 起って 来たよう なの を 認めました。 

あ、 鳥が —— また あの 犬鷲が …… 

あな やと 思う 間に、 その 一 羽の 大 鷲が 、急に 舞い 下つ 

て、 大風に こけつ まろびつ している 弁 信の 胸の あたり 

ひとつ か 

を 見計らい、 一 摑 みに 摑ん だ、 と 見れば、 そのまま 空 

中高く 舞い 上って しまった のです。 つまり、 山路 を、 

こけつ まろびつ 上らん として、 危なく 崖 下に 顚落 する 



めで ありまし たが、 そうかといって、 あの ままで 置け 

る ものではありません 米 友 はしき りに 歯が み をし 

て、 地 団駄を 踏んで いる。 

「奴！ やり や あがった な」 

「友さん、 どうか ならない ものです か」 

「うむ、 見て や がれ！」」 

ヌ.； "力たん 

その 時、 ブ ー ンと風 をき つて 曳火弾の ように 米 友の 

手のう ちから 飛び出し たの は、 それ は 例の 宇治山 田以 

来 身辺 を 離さぬ ところの 杖 槍で ありました。 手練の 手 

もとから 風 をき つて 飛び出した その 目 あて は、 あの 大 

鷲でなくて 何であろう。 



想像 心に 訴えて、 これが 遊 意 を そそろう としたが、 そ 

れ でもお 雪 ちゃんの 気の 進まない の を もどかしが つ て、 

「おいやで すか」 

「いやではありません けれども …… 」 

「あの 大風の 中 を、 弁 信さん でさえ 登って 行った では 

ありま せんか、 それ を 意気地のない、 お雪さん、 あな 

たは 越後の 白馬 ケ岳 や、 杓子 丘 1 まで も 登った では あり 

ません か、 好きな 人と 一 緖 ならば、 畜生 谷 を 越えて、 

加賀の 白山まで も 登り かねない あなたではありません 

か、 わたしと 一緒で はおい やなので すか」 

「そういう わけではありません が」 



ぎょうえ 

「わたしと 同じ ことに、 ここに こうして 白い 行 衣 も、 

白い 手 甲 脚絆 も、 金剛杖 も、 あなたの 分 をす つかり 取 

揃えて 持って来ました から、 これ をお 召しなさい」 

なるほど、 訛え て 対に こしらえさせ たと 思われる 

装束が、 早く もお 雪 ちゃんの 枕許に ちゃんと 並んで 催 

の っぴき 

促して いる、 こうな つて は 退 引が ならない。 

圧倒的に、 いつのまにか、 お 銀 様と 同じ こしらえ を 

させられて しまって、 いざとば かり、 戸外へ 出ます と 

わ だか ま 

星 はらんかん として 輝き、 胆 吹の 山が 真黒に 蟠 つて 

ちう. &ラ 

いる 麓 は、 濛々 たる 霧で 海の ように 一杯に なって いる 

の を 見ました。 お 銀 様 は 無 一 一 無 三に その 霧の 中へ と 没 



ぉリ ますよ」 

「まあ -」 

なるほど、 足 もと を 見る と あるに は あるが お雪 

ぎよ 

ちゃんが 悸っ としました。 

点々 として、 到る ところに、 花と いえば 花が 咲いて 

いる こと は 間違い はない が、 その 花の また 何とい う 

毒々 しい 色、 ドス 黒くて、 いやに 底光りの する、 血と 

いえば いえる が、 しかも 人間の 温かい 血と いう 感じさ 

あくち 

えない、 魚類の 冷たい 悪血 —— そうして 葉の 捲き 方 か 

シ しね 

ら節 根まで がいち いちひね くれてい る。 

「一 つ それ を 摘んで ごらんなさい」 



まだ、 なかなか 夜 は 明けません」 

こう 言って お 銀 様 は、 またも 雲霧の 中に 突き進んで 

しまう と、 以前の 如く、 玲々 として 爽やかな 鈴の 音が 

聞え はじめました。 

十 

せき もん 

暫くして、 一 つの 巨大なる 石 門のと ころに 来ました _ 

「これが、 さっきの 話の、 胆 吹の 弥三郎 の 千人窟 です 

よ」 

見上げる ばかりの 石柱が 二つ、 夫婦 岩の ような 形に 



は、 お 銀 様の 手 ご めにかかって そうされないでも、 事 

実は、 それ以上の 力で 引 摺られ て 行く のです。 

お雪ち やん は、 ついに この 石 門の 中へ と 引摺り 込ま 

れて しまいました。 

「御 安心なさい、 直ぐに また 明るくな ります よ、 そら 

ごらんなさい」 

石 門の 中の 真暗な 洞窟 を 二 町ば かり 歩む と、 左手の 

崖が カツと 開けて、 そこから、 真 赤な 日の 光が さし ま 

した。 日の 光で あろうと 思う けれども、 それ は あまり 

にあ か 過ぎる。 遠く 彼方に 広大なる 池が ある、 池と い 

うよりも 湖です。 そうして その. E さ、 その 周囲、 それ 



み 込む と、 なるほど なまぬるい。 こんな 奥まった 岩窟 

なまぬる 

の 間から 湧き出す 清水 だから、 こんなに 生温い はず は 

ありよう はない。 血で はない と あらかじめ 予告 をされ 

いきち 

たから、 かえって これ は、 生血が どろどろ 流れて いる 

ので はない かと、 お雪 ちゃんが 二の足を踏 むと、 お 銀 

丄 11V- ゝ フ、 

榻 力ら 

「そら ごらんな さ い。 向う の 岩に 大小 二 つ の 滝が か 

かってお りましょう、 あの 大き いのは 姉 川、 小さい の 

いもがわ 

が 妹 川の 源になる のです」 

と言われて 見る と、 なるほど、 広大に 開けた 岩窟の 中 

の 往年の 壁面に、 大小 ニ条の 滝が かかって いる。 飛驛 



たはず で) j ざいます」 

一 生 懸命に これ だけの こと を 言います と、 後ろ を 振 

向かない お 銀 様 は 冷然と して、 

「いいえ —— お 山登りなん ぞは、 いつでも できます、 

あなたと わたし 二人 は、 ほかに 見る ものと 見せたい も 

のが あれば こそでしょう、 暫く 待って いらっしゃい、 

わたしが 叩きます から」 

と 言って、 お 銀 様 は 岩壁の 一方に 立つ と、 しなやかな 

手で、 その 岩壁の 上 を はたはたと 打ち はじめました。 

あんな 手荒な こと をして —— でも、 しなやかな 手 は 

折れ も 砕け もしないで、 岩壁の 一 方が 割れました。 



から 小田原提灯 を 取り出す と、 早く も 火が うつって い 

ました。 

もとより 小田原提灯の 火です から、 この 広大 陰 暗な 

洞窟の 全部が 照し 出されよう はずはありません。 それ 

し め お ぼ 

でも、 注 連 を 張った 岩窟の 中まで は朧 ろに 光が 届いて、 

その 奥の 方に、 かすかに 白い 衣服が うごいて いる こと 

がわ かる。 それ はたし かに 人間に は 相違ない が、 まだ、 

そのえ たいは わからな いのです。 男 だか 女 だか、 それ 

はもと より わからな いが、 幽明い ずれの 人 だか 分明で 

はない が、 その 中から 起る 短 笛 —— つまり 尺八です I 

I の 音 だけ は 明々 嘵々 として、 お雪 ちゃんの 耳まで 



きた 

響き 来る のであります。 

れい ぼ 

「ああ、 鈴 慕 I J 

やっぱり 鈴 慕でした。 

「お 嬢 様、 この 中で 鈴 慕の 声が 聞え ます、 早く この 中 

へ 入つ てみ ましょうよ」 

「危ない！」 

さ え， き 

と、 お 銀 様が 遮る の を、 お雪ち やん はかえ つてせ き 込 

んで、 

「お 嬢 様、 もう 少し、 あの 提灯の 火 を 明るく していた 

だけませんで しょうか、 笛の 音 だけ は ハツ キリと 聞え 

ます けれど、 中に おいでに なるお 人が どなた かわかり 



あいそび 

ろの 間に は、 絶対的の 岩角が 相 聳え 立って いる ことに 

はじめて 気が つ いたのです。 

普通、 山に 於ての 隔たりと 言っても、 谷と 谷と を予 

想す るので すが、 つまり 同じ 日本中、 同じ 地上で ある 

限リ は、 山河 渓谷の 隔たりが あると はいえ、 河に は 橋、 

谷に は 桟 を 以てすれば、 要するに 地続きの 実が 現わ 

れる ものです けれども、 ここの 懸崖と いう もの はちよ 

うど、 地球と 月世界との 間の 絶対と 同じ こと、 下 を 見 

き リぎし 

れば 見る ほど 底の 知れない 断 岸 —— - 

そうして、 その 裂け目の 左右 を 見る と、 先刻 見た 赤 

い 空気の 湖面が いっそう 面積 を 拡大して、 山 脚 はいよ 



いよ 押迫って いる。 山 も、 湖面 も、 今 は 全く 蛍の光 そ 

の もの 同様な 蒼白なる 光線が 流れ 渡って いるので あり 

ま ^9 

「あ、 月が 上って 来ました ね、 もう 提灯 は 要りません」 

ろうそく 

お 銀 様が こう 言って、 フッと 蠟燭を 吹き消した 途端 

に、 さきに 湖面 山 岸 いっぱいに 充ち 満ちて いた 蛍の よ 

うな 光が、 競って この 岩窟の すべての 中に 流れ込み ま 

した。 

そうすると、 対岸の 牢屋の 中が、 はっきりと 見得ら 

れ るよう になり ました。 その 中に 心憎く も 澄ましき つ 

ろう びゃくえ 

て、 座 を 構えて しきりに 短 笛 を 弄して いる 白衣の 人の 



ざいません か」 

「は、 は、 もう、 何とも 思つ ちゃ いないね」 

「お 絹さん はどうです」 

「 ま ま ま II 

「山の 娘の お徳さん とやら の、 こって りした 情味 は 忘 

れられ ますまい ね」 

「 ま ま ま II 

じ やた き な じ 

「高 尾 山 蛇 滝で 馴染んだ お 若さん というの はどうで 

す」 

「 ま ま ま II 

「伊勢の 国の 鈴 鹿 峠の 下の 関の 宿から、 お 安くない 



御 縁 を 結んだ 、 あのお 豊 さんと やら の 心意気 だけ は、 

あなた だ つ て 恩に 着ない わけに は ゆきますまい」 

「 ま ま ま II 

「あなた は、 人妻 を 犯しました、 人の 後家さん を 取り 

もて あそ 

ました、 娃婦を 弄 ぶこと もし ましたし、 処女と 戯れ 

る こと もしました ねえ、 わたしの 知っている だけで も 

…… そのうち、 誰が いちばんお 気に 召しました かねえ」 

「 ま ま ま 一 

ぎゃくと じ 

「甲 州の 八幡 村の 小 泉の 家で、 わたしに 逆 綴の 帳面 

の 初 筆 をつ けさせました、 あの 時の 水車小屋の 娘 も か 

わい そうでし たね」 



「 ま ま ま II 

「その 帳面 は あれから どうな リ ました」 

「 ま ま ま II 

「水に 流されて しまって それつ きりでした か。 帳面 は 

水に 流されても、 あなたの 悪い行い は 流れて しまい は 

^^します ま レ 」 

「 ま ま ま 一 

「あれから 後、 何人の 人 を 殺しました か」 

「 ま ま ま 一 

「染 井の 化物 屋敷の 時の こと をお 忘れな さり はします 

まいね、 弁 信さん とわたし と 三人で、 あの、 うんきの 



中に、 土蔵の 一 一階で 合奏 をした ことがありました ねえ」 

「 ま ま ま II 

「白骨の 温泉 こそお 楽しみで したねえ、 誰も 知らない 

天地の 間で、 こんな 憎らしい 小娘と 一緒に …… 」 

「 ま ま ま 一 

「あなた は、 この 小娘 を 愛して いたので すか、 愛して 

はいなかった のです か」 

「 ま ま ま 一 

「この 雪と いう 小娘 も、 面に 似合わない 大胆 者でした 

ね、 姉さんの 男 を 横取りして しまって、 そうして …… 」 

「あら 」 



お雪 ちゃんが、 また 眼 をみ はって、 抗議 を 申し込 も 

うとす る 途端に 竜 之 助が また、 

「 ま ま ま II 

と 笑いました。 そこで、 お 銀 様 は、 やっぱり お雪ち や 

んに はとり 合わずに、 竜 之 助の 方に まともに 向って、 

「そうして、 白骨に いる 間に、 あなた は あの ィャ なお 

ばさん という 女 を どうしました」 

「 ま ま ま II 

「かわいそう なの は、 浅吉 という 男妾と、 それから 

です ね、 もう 一 人 …… 」 

「 ま ま ま II 



「まあ、 お 嬢 様、 あなたのお 言葉 は 怖ろ しい 毒 を 持つ 

ておいで なさ います —— ほ ん と うに 驚く ベ き 邪推で) J 

ざいます、 いつ、 わたしが、 そんな こと を …… 」 

「お雪さん、 いつまた わたしが、 あなたが そんな 悪い 

こと をした と 申しました、 今でも 白骨へ 行つ て ごらん 

なさい、 あそこで 死んだ 浅吉 さんと いう 男妾の 人の 石 

の 墓 じる しが ございましよう、 その 傍に、 心ば かりの 

小さな 石塔が 据えて あります、 いったい、 あれ は 誰の 

です 力」 

「あんまり だ、 あんまり だ」 

お雪ち やん は、 ついに 面を蔽 うて 泣き伏して しまい 



ました。 

「 ま ま ま II 

その 時 また、 冷淡 極まる 笑いが 竜 之 助の 面に 浮び ま 

した。 

十二 

同時に、 湖面の 一点に、 ざんぶと 音が して、 その あ 

た リー 面に 水煙が 立った かと 見る と、 漣々 として、 そ 

からくれない 

こに 波紋が、 韓紅 になって ゆく 異様の 現象が 起り ま 

した。 



「どうす るって、 つまり 身投げ だよ。 見て いると、 

ひととき 

一刻の 間に 十 も 二十 も 飛び こむ ことがある、 そら 見な、 

まっか 

あの 通り 真紅に なって いる 中に、 真白い ものが ふわり 

と 浮いて いるだろう、 女の 臀だ」 

「え？」 

「女 は 水に 落ちて 死ぬ と、 死体 は 上向きに なり、 男 は 

下向きに なるとい うこと だが、 ， ^ こで 見る とそうば か 

りで はない、 真白い 女の 臀っぺ たが、 搗き立ての お餅 

のように、 幾つ も 幾つ も 浮いて いると ころ は 見られた 

もの じ やない」 

「業 さらしです、 女の 風上に は 置け ない」 



「だが、 武力 も、 金力 も、 如何と もす る 能わざる 力の 

ある こと を 認めません か」 

「そんな 力はありません、 あるよう に 見えましても、 

みな、 武力 か 金力が 持つ 変形な のです」 

「です が たとえば、 いま 女の ことで 例 をと つてみ 

ましたから、 もう 一 つ、 仮り に 女の 貞操と いう ものな 

んぞ はどうです _ 

「貞操 —— みさおで すね」 

「そうです、 たとえばです、 女が 愛する夫 のために 死 

を 以て 貞操 を 守る というよ うな 場合に、 武力 や、 金力 

が、 これ を どう 扱います か」 



主の 妻で ありまし たが、 それが 囚 となって 秀吉の 御 

寵愛 を 受ける 身に なった のです。 お 妾で はない そう 

です。 太閤に は 五 妻と いって、 ほとんど 同格に 扱われ 

た 五 人の 夫人が ありまし たこと は、 あなた も 御存じで 

まんどころ よど ぎ み 

しょう。 北の 政所と か、 淀 君と か を 筆頭と して、 京 極 

の 松の 丸 殿 も それに 並ぶ 五 妻のう ちの 一 人でした。 一 

人の 男に 仮り にも 正式に 妻と 呼ばれる ものが 五 人 あつ 

て、 それが おのおの 一城 を 持って、 一代 を 誇って いた 

のです。 そのく らいです から、 それ 以外に あの 秀吉の 

征服した 女と いう 女の 数 は 幾人 あ つた か 知れません I 

I と 想像 もで きます し、 また 物の 本 を 読めば、 相当に 



する に 力の 相違なん ですから、 その 力が ありさえ すれ 

ば 女と いえ ども、 男の した 通りの こと をして、 やはり 

道徳的に 善い 悪 いという， J と は 問題外に 置い てで、》 J ざ 

いますね、 力が ありさえ すれば 女 だって、 それが やれ 

ない こと はない のです」 

「そういう 理窟になる ね。 しかし、 女の 方に そんな 実 

例が あります か」 

そく てんぷ こう 

「あります とも、 唐の 則 天 武后を ごらんなさい」 

「うむ、 則天武 后です か」 

「歴史家と いう 人た ち は、 その 人た ちの 支配され てい 

る 時代の 尺度で 歴史 を 書く ものです から、 自然、 人間 



うよりも、 一 種の 徳と 見なければ なりません」 

「はは あ —— 力 は、 すべての 道徳の 上の 道徳 だな」 

と 竜 之 助が うそぶきました。 

十四 

お 銀 様 は、 さほど 昂奮して いると も 見えない が、 そ 

の 論鋒 はいよ いよ 衰えないで、 

「力 は 即ち 道徳と 言っても 少しも 差支え はない のです。 

世間で は、 道徳 を 一 つ 一 つの 型に" 痏 えてし まってい 

ますから、 小さい もの は 当 嵌まり ますが、 大きくなる 



ざま 

が、 ろくで もない 奴 を 生んで 殖やした この 世の 態 は ど 

うだ。 理想の 世の中 だの、 楽土なん ていう もの は、 人 

間の たくらみで 出来る もの じ やない、 人間と いう 奴 は 

生む よりも 絶やした 方が いいの だ」 

「あなた 一 流の 絶滅の 哲学です ね —— 哲学 だけなら い 

いけれ ど、 あなた は 実行力 を 持つ からた まらない」 

「ふ、 ふ— ん、 実行力 I 知れた もの だ」 

あざけ 

と、 竜 之 助が 自ら 嘲りました。 そうするとお 銀 様 も 

ッン として、 

「お気の毒 さま、 あなたに 限った ことはありません、 

どんな 絶滅の 哲学者が 現われても、 戦争が 続いても、 



です 力」 

「男一匹 を、 こうして 日の目の 当らぬ ところへ 永久に 

閉じ込めて 置くな んぞ は、 残酷でなくて 何です」 

「閉じ込められて 置かれる 人の 残酷 さ 加減より、 そう 

い う 人 を 解放す る - J と の 危険 さから 生ずる 残酷の 方が 

幾 層 倍 も 怖ろ しいから、 それで わたしの 計らいで、 当 

分 ここへ 封じ込めて 置く のが、 どうして 悪い のです か」 

「悪い な —— 人の 自由 を 奪う というの は 何よりも 悪い、 

まして だ、 自由と 解放との ために、 新 理想の 楽土 王国 

を 築こう なん ぞと いう 女性が、 あべ こべ に 人 を 捉えて、 

幽囚の 身に するな んぞ は、 矛盾 も，. 甚 しい、 解放して 



「米です か」 

「 ま ま T.6 II 

「肉です か」 

「 ま ま 1H3 II 

「血です か」 

「 ま ま T.6 II 

「そうでしょう、 あなた は 生て いる 肉 か、 温かい 血で 

なければ 召 上れない 人なん ですから、 それ は、 わたし 

が 先刻 御 承知です から、 いくらでも 御意の ままに 供給 

して 上げます よ。 です けれども、 ここにい るよう な、 

いたいけ な、 やわらか 過ぎる の はいけ ません よ、 こん 



な やわらかな 肉ば かり 食べて いると、 狼の 牙が 鈍って 

しまい ますね。 脂の のった、 もう 少し 肉の ただれた、 

そうして 歯 ごた えの ある 骨つ きの 肉で なければ、 食べ 

て はなり ません」 

「 ま ま ま I 

「今、 あなたの 要求す る、 ちょうど、 あなたのお 歯に 

合うよう なよ い 肉 を、 わたしが そこへ 持って行って あ 

げ るから」 

お 銀 様の 言葉が、 ここで 異様に 昂奮し 出して、 ひら 

りと 身 をのし 上げた かと 見る と、 対岸に いる 人に 向つ 

て 吸い つくよう に 飛び かかった の を 見て、 



投じた お 嬢 様の 不幸な 運命に 怖れ おののい たが、 一 つ 

おかしい こと は、 さほど 残酷な 犠牲と なって、 猛鳥の 

むさぼ 

ために 貪り食われつつ ある 当のお 嬢 様が、 少しも 苦 

痛の 表情 を もせず、 助け を 求める の 声 をな さず、 為さ 

るるが ままに、 食わる るが ままに 任せて、 そうして、 

死んで いるので はない、 かえって、 その 猛鳥の 加える 

残酷と、 貪欲と、 征服と を、 相当に 心地 よげ に 無抵抗 

に、 むしろ、 うっとり としてな すが ままに 任せて いる 

そのお 銀 様の 態度に、 お雪 ちゃんが、 あの 猛鳥の 為す 

業より、 なお 一 層の 残忍 さ を 覚えて、 

「お 嬢 様、 あなた は I— 」 



ラフラと また 関ヶ原へ 舞い戻って 来て、 すべての 面な 

じみが みんな 出かけて しまった あとで、 何 か 少し 宿に 

まごまごし ていたが、 再び 出発の 時 は、 北国 街道へ 向 

わないで、 順路 を 柏 原 方面へ 向けて 歩き 出した の は、 

北国 街道 筋に 何 か 道路の 故障が あ つたの かと も 思われ 

ま ^9 

とにかく、 道 庵 先生 だけが 急に 胆吹 入りと いう 模様 

うば もち 

がえ になった ために、 この 際、 草津 の姥ケ 餅の 別室で、 

安直、 金 茶の 一 行に 一 つの 緊急動議が 持ち出され まし 

た。 

たち ま 

三 びん 連が いよいよ 出発 間際にな つて、 忽ちに 円 



大阪 三界 引 廻して、 首ハネ るまでの こっち やさ かい I 

さか もん 

I 阪 者の 手 並、 どんな もん や、 思い知った かやい、 ちゃ 

ァ」 

と 言って 勇気 を 示した ものです から、 一 座が また 勇み 

をな し、 村雨 女史まで が、 

「直さん に 会つ ちゃかな わない」 

と 言って 讃辞を 捧げました。 

直さん に 会つ ちゃかな わない というの は、 どういう 

意味 だかよ くわから ない。 おそらく 村雨 女史のお 座な 

りのお てんたら では あろうが、 しかし この 大阪 仕込み 

ちん ぜぃ 

の 勇者に 会って は、 宫本武 蔵で も、 鎮 西八郎 でも 一た 



が つ てん 

「オット 合点」 

そこで、 この 三 びんの 円卓会議が 胆吹 山 征伐 進軍の 

軍議と なり、 評議が 熟する と、 いざ 出陣と いう ことに 

なりました。 

いざ 出陣と なると、 三 びんの 連中 を 前にして、 安直 

先生が おびただしく 大根お ろし を かきおろ しはじめ ま 

した。 どういう つもり か、 了 $不 乱に 大根お ろし を か 

きおろ して、 とうとう 桶に 十三 杯 も かきおろして しま 

いました。 

それ を 見て いた 三 びん 一同が、 その 精力の 非凡なる 

に 感心し、 この 分で かきおろせば 一 年に 六 七 千 本の 大 



から 役 当てて 置きよ るに、 何して いよる ぞ、 さあさあ 

ヽ ゝ tk 、ゝ、 、ゝ tk ヽ ゝ I 

レ， fs,thl レ 力 レ カま レ 力」 

「ャ レ、 コリ ャ、 いんま、 いかず いかず と 言いよ るに 

おこず るな、 おこず るな」 

「ええ、 はよう やらまい か、 その 頭 どうじ や」 

「はらの 煮える、 いんま 幕が あいて、 みがと が 出よ る 

ところ じ やに、 誰な と 代りに 出さず と 思うても、 ぉぞ 

い 奴等 じ や、 どやつ もこ やつ も、 今 こまいと ぬかしよ 

る」 

こう 言って、 道 庵の あとから 龃 けつけ て 来る ものが 

ありまし たから、 道 庵が それ を ふり 返って 見る と、 と 



庵 もうれ しがって、 見物の 中へ 割込んで、 早く も 相当 

の 席 を 占めて しまいました。 

まもなく、 場の 内外 は 立錐の 余地 もない 景気、 やが 

て カツ チカ ツチと 拍子木が 鳴る。 

「東西 東西」 

手拍子 パチパチ。 

「御酒 二 升、 目 ざし 鰯 十 連、 浅 畑 村 若，， 衆より 馬 持ち 

の 田子衛 門へ 下さる」 

手拍子 パチパチ。 

-， J ま う ま 

「そば 粉 三 袋、 牛蒡 十 把、 六 はら 村の 長徳寺 様より 西 

町の 芋 七へ 下さる」 



見て かかった のが 拙者の 眼の 誤り、 あんまり 皆さんの 

芸術に 感心した もんだ から、 お礼と お詫び を かねて、 

まか 

お近づきに 罷り出た と いうよう なわけ なんでげ す。 こ 

しるし 

れゃ あ、 ほんのお 印 だが、 どうか 皆さんで お茶う けに 

召 上って いただき てえ。 わしゃ、 江戸の 下 谷の 長者 町 

で 道 庵と いえば 知っている 人 は 誰でも 知っている、 知 

らね えもの は 誰でも 知らね え、 至極お 人よ しの 十八 文 

でげ す、 どうかよ ろしく」 

こう 言って、 出店 商人に 持たせた 三 蒸籠の 今 坂 を、 

恭 しく 楽屋 一党へ 向けて 差 出した ものです から、 楽 

あつ. 1J 

屋 一同が 面 喰って しまって、 一度 は 呆気に とられ まし 



しゃ 一生の 誉れで ございま さあ。 どうぞ こちらへ、 な 

お、 どうか ゆっくり ごらん 下され やして、 悪い ところ 

は 幾重に もお 手直し をお 願い 申します。 さあさあ、 ど 

ぅぞ ,1 ちら へ 」 

下へ も 置かぬ もてなし ぶりで ございま すから、 道 庵 

もまたい い 気にな リ ました。 

「それじゃ、 まあ、 ごめん 下せえ まし、 わし も 若い 時 

分 は 江戸の 三 座の 楽屋へ 入り浸って 鼻高で も、 よいみ 

ひいき 

つで も、 みな 貝頭属 にして やった もの さ」 

と 言って 道 庵、 腮を 撫でながら、 太夫さん のす すめて 

どんす ざぶとん 

くれた 舞台 用の 緞子の 厚い 座蒲団の 上に、 チョコ ナン 



見惚れた といっても、 ただ、 広い な あ、 綺麗 だな あ 

と 舌 を 捲く だけの もので、 眼前に 島 も 見える に は 見え 

ちくぶ じ ま 

るが、 どれが 有名な 竹 生 島で、 どれが 沖ノ 島で、 どれ 

たけじ ま かいもく 

が 多景島 だか、 その 辺の 知識 は 皆目め くらなん です か 

ら、 米 友の 風景 観に は、 さっぱり 内容が ありません。 

しかし、 客観的に は 内容が 無い が、 主観的に はです、 

米 友の 頭の 中には、 かなり 来 友と して 複雑なる 感情が 

わ だか ま 

蟠 つ ている のです。 

静かな 湖面 を、 じっと ネんで 見て いるう ちに —— - 

ですから、 近来の 来 友に は、 じっと 風物 を 見込む と、 

知らず 識らず 考え込む 癖が つ い てきました。 



ちくぶ じ ま はて ひ ら ひえ い 

竹 生 島 だ —— ずっと 向う の涯の 山々 が 比 良 比 ® —— そ 

あたご わかさ えち ぜん 

れ から 北に つづいて 愛宕の 山から 若 狭 越 前に 通ず る I 

I それから また 南へ 眼 をめ ぐらす と、 あの 小高い 木の 

間に 白い 壁が ちらちら 見える、 あれが 井伊 掃 部 頭の 彦 

根城 だ。 それから また ずん と 南寄りに、 石 田 三 成の 佐 

和 山の 城 あとが 一段 高く、 その 間の 山々 に はいちい ち 

がりゅうさん 

古 城址が ある。 臥竜 山の 山上に もう 一 つ 秀吉の 横 山城 

II それから 佐々 木 六角 氏の 観音 寺の 城、 鏡 山、 和歌 

で 有名な …… 鏡の 山 はあり とても、 涙に くもりて 見え 

みかみ やま 

わかず、 と 太平 記に も ある、 あれ だ。 それから 三 上 山、 

むかで 

近 江富士 ともいう、 田 原 藤 太が 百足 を 退治した ところ 



I 浅 井 長 政の 小 谷の 城、 七 本 槍で 有名な 賤ケ 岳。 う 

しろへ 廻って 見 給え、 これが 胆 吹の 大 岳で ある こと は 

申す まで も あるまい。 それに 相対して 霊 仙ケ岳 —— 」 

その 浪人 者が、 わざわざ 立って 指しながら、 してく 

れた 一通りの 説明に よって 米 友の 眼が、 また それぞれ 

の 内容 を 備えて かがやきました。 

だが、 もう 帰らなければ ならない。 

少々 暇つ ぶし をし 過ぎた きらいが ある。 それで 来 友 

力 

「どうも有難う おいら は、 もう 帰らな けり やなら 

ま 

ねえ、 会所へ 両替の 使に 来たんだ から、 少し 間が のび 



ても遁 れられ ねえ 一 味と とうにな つち まう だろう、 一 

人 残らず 佐倉宗 五郎になる のか —— どうも かわいそう 

だ」 

そこで 浪人 者 は、 自分の こと を 言い かけられ たので 

ない と 安心し、 

「いかにも、 ああな つて は のがれられない 一味と とう 

だ、 すべてが みんな 佐倉宗 五郎の 気持だろう」 

「うむ —— J 

「役人に つかまって 一 味と とうの 片割れと 思われても 

かんじゃ 

つまらん、 人民の 方へ 廻って 間者と 間違われても あぶ 

ない、 だから 帰る 時 はよ く 気をつけて お帰りなさい」 



お 祭 だ！ お 祭の 一 種に 相違ない という 観念が 頭へ 

ちからこぶ 

来た ものです から、 米 友 も 思わず 力瘤 を 解いて いると、 

駄馬に 附添 の 番頭 は 心 得た もので、 

あまごい おど 

「は あ、 雨 乞 踊りが ござる、 ひとつ 見て 行きましょう 

ゝ I 

力」 

「左様です な」 

「兄さん、 雨 乞 踊りが あります、 この 雨 乞 踊り はこの 

地方の 名物で ございま してな、 他国に も、 あんまり 類 

がご ざいません から、 ひとつ 見て いら つ しゃ いませ」 

「うむ —— 」 

と 米 友が 言 つたの は、 肯定 でもなければ 否定 でも ぁリ 



そこで この、 虎狼 も 三 舎 を 避ける はずの 江戸 老中 差 

廻し の 検地 役人の 一行が、 この 長 持と 駄馬との ために 

さえぎ 

行 手 を 遮られて しまったの ですから、 これ はた だで 

済まされな い のが 当然です。 

「これ は 何 だ！」 

とが 

咎めよう としても 相手がない、 叱りつ けようと して 

も 相手が 長 持と 駄馬で は 張 合いがない。 ただ 張 合いが 

ないだ けで 済めば いいが、 こういう 際に、 こういう 品 

物が 置かれて ある こと は、 一 層 その 激怒 を 煽ろうと も 

緩和す る わけに は ゆかない のです。 のみならず、 これ 

げこく じよ-つ 

はこの ごろ はやる、 ややもすれば 下剋上の 階級闘争 を 



そこで、 期せず してまず その 長 持 に 手が かかる や 否や、 

まう 

傍らの 水田の 中へ がむしゃらに 抛り 込んで しまい、 駄 

賃 馬に 向って は、 持 合せの ^竿で、 その 尻つ ベた をィ 

ャ という ほど ひっぱたきました。 

たんぼ 

長 持の 方 は 田圃に 抛り こまれて もべ つ だん 悲鳴 も あ 

げ なかった けれども、 駄賃 馬 は、 いやというほど 尻つ 

ベた を ひっぱたかれる や 否や、 悲鳴 を あげて 一 時 竿 立 

ばくち 

ちに なった けれど、 直ぐに 驀地と いう 文字通りに 龃け 

出しました。 その 龃け 出した 方向と いうの が、 鳴 物 入 

りで 群衆 を 集めて いる 雨 乞 踊りの 祭の 庭であります。 

この ことが なくっても、 馬が あばれこまなくても、 



ま つ し ぐら 

もう 大方の 雲行きで 感得され るので すが、 馬が 驀地 

に龃け 込んで 来たので、 群衆 も、 鳴り物 も、 雨乞いの 

祭の 庭 もあった ものではありません。 

右往左往の 大 混乱 II それ は、 事実上、 暴れ馬 を 一 

頭、 人混みの 中へ 放して みれば、 誰に も 想像の 行く 大 

混乱が 湧き上りました。 

「お 代官 様 だ！」 

もう 遅い のです。 現場へ 馳せ 戻って 来た 長 持の 

若衆た ち は、 いちいち その 場で ひっくくられて、 ピシ 

ピシ となぐ りつ けられて います。 うろうろして 近づく 

奴等 は 誰彼の 容捨 がな く 引 捕えて、 びしびしと 緦をか 



行く 無残な 光景 を、 たまたま 通りす ごす 人 も、 怖る 怖 

る 横目に 見て、 足音 を 忍ばせて 通り過ぎる くらいです 

から、 この 長 持 もまた 救われな いものの 一 つで ありま 

した。 

ところが、 この 長 持が 突然、 大きな あくび を 一 つや 

リ 出した ことです。 

「あ ー あ、 う うん、 あ ー あ」 

か つ 

長 持が あくび を するとい うこと は 曾て ぁリ 得べ きこ 

とで はない、 それが 確かに あくび をした のです から、 

まず 田に しが 驚いて 蓋 をした と いう わけなんで しょう。 

そうすると つづ 、， 'て、 



ま ^9 

, やけ 

「ああ 深え！ こいつ はた まらね え」 

一 方の 足 を 抜けば、 また 一 方の 足 —— 足が 抜けた か 

もろて 

と 思う と、 諸手が それよりも 深く ハマリ 込んで いる。 

かわいそう にわが 道 庵 先生 は、 ぬきさしの ならない 

深 田 地獄へ 没入の 身と なりました。 

そ も そ も 道 庵 先生た る ベ き 身が 、 どうしてこう も 無 

残な 運命に でくわし たかと 言えば、 それに は それで 幾 

分 同情すべき 理由 も あるので した。 

あの 芝居の 楽屋で、 この 長 持の 中へ 酔 倒して、 その 

上へ 突然、 フワ リと 薄物が 一枚 落ち かかった ものです 



もちろん、 その 通りです ある 晚 のこと、 S 如 

く 伊太 夫 は、 与 八が 米を搗 きながら 郁太郎に 文字 を教 

えてい る 納屋の 中へ 話しに 来たつ いでに、 こういう こ 

と を 言いました 

「な ァ、 与 八 どん、 こないだの 話、 この 郁太郎 殿 を、 

わしが 家の 養子に して、 お前さん を 後見に したいと 言 

うた あの 話、 あれ はお 前から 承知と も 不承知と も、 ま 

だ 返事 を 聞かない が、 ともかく、 お前が こうして 安心 

して わしのと ころに 腰 を 据えて いて くれる こと は、 と 

り も 直さず わし の 言 つたこと に 同意が できな いまでも 

わしの 心中 を 諒解して くれてい る ことと 思って、 わし 



ざいます から、 人間 は 人間と して 狭く とも 一 軒別に あ 

てが つ ていた だけば、 こんな 有難え こと は ございませ 

ぬ」 

「うむ、 よく 言って くれた、 じゃあ 早速、 今日からで 

も、 お前の 好きな ところへ 地取り をしなさい、 どこで 

もい い、 そうして 材木 はいくら でも 出して やる。 大工 

も 左官 も、 みんな あてがって やる、 大きく とも 小さく 

とも、 お前の 好きな ように 地取り をして、 絵図面 を掊 

えて 一 J らん」 

「はい、 どこまでも 有難え ことで ございます それ 

なら 早速、 明日から でもそう いう ことにお 願え 申す こ 



面の 真中 ほどへ その 石 鑿 を あてがって、 右手の 槌は早 

くも 頭上に 振り あげられた ところ を 見る と、 与 八 はま 

ず 最初の 鑿で、 この グロテスクの 顔面 を 一撃の下に 打 

ち 砕， J うとす る 心構えに 相違な い。 

ちゅうちょ 

ここまで 意気込ん だが、 この 男が 少し 躊躇 しまして、 

さて また 改めて、 つくづくと グロテスクの 悪女 人の 面 

貌を 見直して 躊躇して いるの は、 今更、 この 石像の 持 

つ 深刻な 憎悪 と 醜悪との 表情に おびえ 出した とも 思わ 

れ ません。 ただ、 なんとなく 槌を 下ろす のに 忍びない、 

すでに 塚 を 取 崩して 平地に してし まった 以上、 その 本 

尊 様 を 粉に 砕いて、 人目に 触れし めない ようにす る こ 



したので もな く、 或いは また 直接 間接に、 その 材料 

を 取 入れた わけで もなんでも ありません。 全くお 銀 

様 独得の スフィンクス だとい うこと が 一 見して 直ぐ 

わかる。 

たとえば、 復興 時代の エジプト 人が、 母性 守護の 女 

神と して 表徴した 奇怪なる 河馬 女神 トリ エスの 石 彫 

像に 似た と 言えば 言える が、 もちろん それで はない _ 

めうし かお 

牝牛 を 頭に いただいた ハ トル 女神の 面？ アブ シン 

ベル 神殿の 岩窟の 四 箇の神 像の その 一 つの クラ ノ 

フ ェ ルの面 に似てい ると 言えば 言える かも 知れない 

が、 それで ありよう はずの な いのは、 メンッ へテブ 



現在、 花の 咲いて いる 草 も あり、 木 も あり、 来春 を 

待って 花 を 持つべき 種類の もの も ある。 それ を 壇の 周 

囲に 植える こと を 楽しむ ようにな りました。 

そうして 彼等 はまた この 遊び場で おのおのの 遊戯 を 

持ち出して 戯れ 遊ぶ。 ある 時、 女の子の 一 群が、 お 手 

玉 を はじめる。 

ここ， J め ばら 

さいた かどん 

天神 弓矢の 松原 どん 

お 江戸の 花が 

咲いた かどん 



たつみ やのお 裏の 

ばら ぼたん 

一 枝お くれ 吉 野さん 

一 枝 やる もの 

花 じ や もの 

与 八 は、 そのお 手玉 唄 を 面白い と 思いました。 また 

或る時 は、 その 前の 地面 をつ き 固めて 光る ほどに 磨い 

まり て 

た 上で 鞠 をつ く、 ある もの は 向き合って 掌 を 打って 唄 

寸ん 

う、 ある 時 はまた 羽根 をつ く、 おはじき をす る、 拳 を 

たちわざ 

うつ、 立 業で は 鬼ごっこ をす る、 やがて 竹馬に 乗って 

来る ものが ある、 W を 飛ばし はじめる 者が ある、 それ 



物語って から、 自分の 注意の 行 届かなかった こと をお 

詫び をす ると、 お詫び どころ では ござらない、 こっち 

の 災難 を、 おかげさまで 手当が 早かった からもう 大丈 

まむし 

夫、 蝮に 食われた 覚え は 村の 者に もい くら も あるが、 

どうして こんな もので はない、 これ は 手当が 早くて 上 

手に やって もらった おかげ だ —— と 言つ て、 怪我 を さ 

せて もらって 有難うと 言わぬ ばかりに、 親た ち はお 礼 

を 言いました。 

また、 時として 子供た ちが 学業 中、 急に 腹痛、 頭痛、 

めまい、 立ち くらみ を 訴え出す と、 与 八 は 直ちに 手当 

をし、 容： K: をよ く 聞きた だし、 撫でたり さすったり、 



あの 馬鹿み たような デカ者 は、 先生 もやれ る 上に、 

お医者さん も 出来る！ 

と 村人が 再び 驚異した 時分に は、 ただこの 先生で あ 

りお 医者で ある 人 を、 子供た ちの 専用に させて は 置け 

ない 結果に なりました。 

この 学校 も 繁昌す るが、 このお 医者さん を また 流行 

ら せずに は 置かない 世の中に なり 行きます。 

この間 とても 与 八 は、 自分の 彫刻と、 説教と、 教育 

と、 医術と に 専，. らな るの みではありません、 主家 伊太 

夫の ために も、 絶えず 詰め切って 蔭 日向な く 働き、 ま 

た その 最も 有力なる 相談役 を 委せられても いました。 
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